
今回の調査では、生徒自身に、�「現在の
総合的な成績」（学年の中で）、�「数学の成
績」、�「国語の成績」、�「英語の成績」を
答えてもらっている。これらは、主観的な成

績の認識を示すといってよいだろう。この主

観的な成績と「進研模試」の学力偏差値の間

には、いったいどのような関連がみられるだ

ろうか。

まず総合的な成績の自己評価と、３教科合

計の偏差値の関係をみてみよう（表２－２－

１）。どの学校ランクにおいても、総合的な

成績の自己評価と学力階層の間にはゆるやか

な関係がみられる。たしかに、学力上位層の

生徒は、自分の成績を高く位置づける傾向が

ある。しかし、学力上位ではあっても、自己

評価は低い生徒も存在する。主観的な成績評

価は客観的な学力偏差値と相関はするが、し

かし、完全に一致しているわけではない。

学校ランク別に、「総合」「数学」「国語」

「英語」に分けて、主観的な成績評価と客観

的な学力の相関係数を示したのが、表２－２

－２である。なお相関係数の計算にあたって

は、質問紙における選択肢番号を逆に設定し

て相関係数が正の値をとるよう、操作を加え

た。

「総合的な成績」の自己評価と、「３教科合

計の偏差値（学力）」の相関は、およそ０．５か

ら０．６５の範囲にある。上位ランク校、中上位

ランク校で相関が高く、中下位ランク校、下

位ランク校で低い。相対的に低いランクの高

校では、３教科以外の教科の成績が総合的な

成績に大きな影響を与えている、あるいは客

観的な学力が相対的にみえにくい何らかの背

景があるのかもしれない。各教科における主

観的な成績評価と客観的な学力の相関は、「英

語」で高く（０．５０から０．６１）、「数学」がこれ

に次ぎ（０．４７から０．５９）、「国語」でもっとも

低い（０．３２から０．４９）。「総合的な成績」と同

様、やはり学校ランクが低いほうが、相関が

落ちる。

第２節 高校生の学習観・成績観と学力

１．成績観と学力

�成績の自己評価と学力
主観的な成績評価は客観的な学力偏差値と相関はするが、完全に一致してい
るわけではない。上位ランク校、中上位ランク校で相関が高く（主観的な成
績評価と客観的な学力偏差値の一致度が高い）、中下位ランク校、下位ラン
ク校では相関が低い傾向がある。

Ｑ
●現在の総合的な成績は、学年の中でどのくらいですか。
●教科の現在の成績は、学年の中でどのくらいですか。
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表２－２－１ 成績の自己評価（学校ランク別×３教科合計の学力階層別）

注）（ ）内はサンプル数。

●上位ランク校 ３教科合計の学力階層

学力上位
階層
（５８２）

学力中上
位階層
（２２０）

学力中位
階層
（１７６）

学力中下
位階層
（１０７）

学力下位
階層
（４４）

成
績
の
自
己
評
価

（
総
合
的
な
成
績
）

１（上のほう） ５．３ ０．５ ０．６ ０．０ ０．０
２ １７．５ ４．１ １．７ ０．０ ０．０
３ ２７．３ １８．２ １３．１ ４．７ ２．３
４（真ん中） １９．２ ２５．０ ２２．２ ８．４ ４．５
５ １０．５ ２２．３ ２２．２ １５．９ ２．３
６ ７．７ １５．５ ２５．６ ３０．８ ３８．６
７（下のほう） ３．８ ８．２ １４．２ ３６．４ ５２．３
無答・不明 ８．６ ６．４ ０．６ ３．７ ０．０

●中上位ランク校 ３教科合計の学力階層

学力上位
階層
（１２７）

学力中上
位階層
（１８６）

学力中位
階層
（２１７）

学力中下
位階層
（１７８）

学力下位
階層
（８９）

成
績
の
自
己
評
価

（
総
合
的
な
成
績
）

１（上のほう） １１．８ １．６ ０．９ ０．０ ０．０
２ ２８．３ １０．８ ３．２ １．１ ０．０
３ ３６．２ ３１．２ １７．５ ６．７ ３．４
４（真ん中） １４．２ ３１．２ ２８．１ １９．７ １０．１
５ ６．３ １８．３ ２２．６ ２５．８ １２．４
６ ０．０ ４．８ １８．０ ２７．５ ２９．２
７（下のほう） ０．８ １．１ ８．８ １６．９ ４３．８
無答・不明 ２．４ １．１ ０．９ ２．２ １．１

●中下位ランク校 ３教科合計の学力階層

学力上位
階層
（２４）

学力中上
位階層
（６１）

学力中位
階層
（７４）

学力中下
位階層
（１０１）

学力下位
階層
（１７９）

成
績
の
自
己
評
価

（
総
合
的
な
成
績
）

１（上のほう） ２０．８ ４．９ １．４ １．０ ０．６
２ ５０．０ ２７．９ １６．２ ５．９ １．１
３ ２０．８ ３４．４ ３２．４ ２１．８ ８．４
４（真ん中） ４．２ １４．８ ２８．４ ３７．６ ２７．４
５ ０．０ ８．２ ９．５ １３．９ ２２．３
６ ０．０ ４．９ ４．１ ５．０ １７．３
７（下のほう） ０．０ ３．３ ５．４ ９．９ １９．０
無答・不明 ４．２ １．６ ２．７ ５．０ ３．９

●下位ランク校 ３教科合計の学力階層

学力上位
階層
（７）

学力中上
位階層
（１９）

学力中位
階層
（６４）

学力中下
位階層
（１３０）

学力下位
階層
（３０５）

成
績
の
自
己
評
価

（
総
合
的
な
成
績
）

１（上のほう） ７１．４ １５．８ ９．４ ３．８ １．３
２ ２８．６ １５．８ １７．２ １４．６ ５．６
３ ０．０ ５２．６ ３９．１ ３２．３ １５．１
４（真ん中） ０．０ １０．５ ２０．３ ２７．７ ２６．２
５ ０．０ ０．０ １２．５ ９．２ １８．７
６ ０．０ ０．０ １．６ ５．４ １７．０
７（下のほう） ０．０ ０．０ ０．０ ５．４ １３．８
無答・不明 ０．０ ５．３ ０．０ １．５ ２．３

（％）
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表２－２－２ 教科の学力と成績の自己評価の相関（学校ランク別）

注１）総合成績＝３教科合計の偏差値と総合的な成績の自己評価の相関。
各教科＝当該教科の偏差値と当該教科の成績の自己評価の相関。

注２）（ ）内はサンプル数。

相関係数

総合成績 数学 国語 英語

学
校
ラ
ン
ク

上位ランク校
（１４６２） ０．６００ ０．５８５ ０．４２０ ０．６１３

中上位ランク校
（８２４） ０．６４４ ０．５６９ ０．４９１ ０．６１２

中下位ランク校
（６１９） ０．５７７ ０．５６０ ０．４４８ ０．５６２

下位ランク校
（９０３） ０．４９８ ０．４７０ ０．３１５ ０．５０４
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次に、とりたいと思う成績（成績アスピレ

ーション）についてみてみよう（図２－２－

１）。どの学力階層を観察してみても、「中の

下」以下（「５」「６」「７」＝７段階に分け

たときの第５～第７カテゴリ）の成績をとり

たいと答えた生徒は、ごく少数にとどまる。

しかしながら、学力上位層ほど、より上位の

成績をとりたいと考えている。「学力上位階

層」で「１」（第１カテゴリ＝最上位）の成

績をとりたいと答えた生徒は５０．９％であるの

に対して、「学力下位階層」では３１．４％がそ

う答えたにすぎない。成績アスピレーション

は、学力上位層ほど高いといえる。

今の成績はともかく、うんとがんばればど

のくらいの成績をとれるか（学業的能力の自

己概念）については、どうだろうか（図２－

２－２）。がんばれば「１」（第１カテゴリ）

の成績をとれると思っているのは、「学力上

位階層」で４４．１％、以下、学力階層が低下す

るにつれて、３０．５％→２８．４％→２６．４％→１９．８％

と少なくなっていく。ただし、がんばっても

「中の下」以下（「５」「６」「７」）の成績し

かとれないと思っているのは、どの学力階層

でもごく少数である。学業的能力の自己概念

は、学力上位層ほど高いが、しかし、がんば

れば校内で中位以上の成績がとれると、大多

数の生徒が考えている。

�とりたいと思う成績・がんばればとれると思う成績と学力
成績アスピレーション（とりたいと思う成績）は、学力上位層ほど高い。ま
た、学業的能力の自己概念（今の成績はともかくうんとがんばればとれると
思う成績）も、学力上位層ほど高い。しかし、がんばれば校内で中位以上の
成績がとれると、大多数の生徒が考えている。

Ｑ
●あなたはどのくらいの成績がとれたらいいと思いますか。
●現在の成績は別として、あなたがうんとがんばれば、どのく

らいの成績がとれると思いますか。
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どのようなレベルの成績（学力）をとりた

いと思っているのかを、別の角度から尋ねた

設問と、３教科合計の学力階層との関連を示

したのが、表２－２－３である。

学力上位層ほど強いのは、以下の傾向であ

る。

〈名門大学志向〉できるだけいい大学に入れ

るよう、成績を上げたい。

〈勉強本位志向〉今は勉強することが一番大

切なことだ。

逆に、学力下位層ほど、次の志向が強くな

っている。

〈ふつうの生活志向〉将来ふつうに生活する

のに困らないくらいの学力があればいい。

〈ともかく合格志向〉どこかの大学・短期大

学に入れる学力があればいい。

〈学校生活エンジョイ志向〉学校生活が楽し

ければ、成績にはこだわらない。

成績アスピレーションは、学力階層によっ

て、こうした質的な相違も示している。

�成績観・学力観と学力
学力上位層ほど、「名門大学志向」「勉強本位志向」が強い。逆に学力下位層
ほど、「ふつうの生活（ほどほどの学力）志向」「ともかく合格志向」「学校
生活エンジョイ志向」が目立つ。

表２－２－３ 成績観・学力観（３教科合計の学力階層別）

注１）複数回答。
注２）下線は最大値と最小値。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

３教科合計の学力階層

学力上位
階層
（７４０）

学力中上
位階層
（４８６）

学力中位
階層
（５３１）

学力中下
位階層
（５１６）

学力下位
階層
（６１７）

将来ふつうに生活するのに困らないくらい
の学力があればいい ３０．３ ３８．５ ３９．５ ４５．７ ５７．２

どこかの大学・短期大学に入れる学力があ
ればいい ２０．０ ２６．３ ２８．１ ３２．０ ３７．８

できるだけいい大学に入れるよう、成績を
上げたい ６３．４ ６５．２ ６５．２ ５６．２ ４９．８

学校生活が楽しければ、成績にはこだわら
ない １７．８ １９．８ １９．８ １８．８ ２５．８

今は勉強することが一番大切なことだ ２６．４ ２２．２ ２０．２ １９．２ １７．５

そんなに勉強しなくても、なんとか進学で
きるだろう ８．２ １０．３ ９．６ ８．９ １２．８

あなたは、次のように思うことがありますか。

（％）
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学力の高さによって、学習上の悩みは異な

っている（図２－２－３）。概して、学力下

位層ほど「そう思う」という回答が多く、学

習上の悩みを多く抱えていることがわかる。

「学力上位階層」と「学力下位階層」の数

値の開きが１５％程度あったのは、次の項目で

ある（いずれも、「学力下位階層」のほうが

「そう思う」という回答が多い）。

・上手な勉強の仕方がわからない

・努力しても成績が思うように上がらない

・どうしても好きになれない科目がある

・もっと科目の数を減らしてほしい

２．学習上の悩みと学力

学力下位層ほど、多くの学習上の悩みを抱えている。特に、学力上位層と比
べて下位層では、「上手な勉強の仕方がわからない」「努力しても成績が思う
ように上がらない」「どうしても好きになれない科目がある」「もっと科目の
数を減らしてほしい」という回答が多い。

Ｑ あなたは勉強について、次のように思うことがありますか。
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図２－２－３　学習上の悩み（３教科合計の学力階層別）�

どうしても好きになれない科目がある�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�
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（５３１）�
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学力下位階層�
（６１７）�

どうしてこんなことを勉強しなければいけないの�
かと思う�

世の中に出てから、もっと役に立ちそうな勉強が�
したい�

もっと科目の数を減らしてほしい�

５０．３�

６０．５� ５９．３�

６６．１�
６７．４�

５７．４�

５１．１�

３７．０�

５８．５�

５５．６�

３２．９�

５５．６�

４８．６�

２６．９�

５４．１�

４８．６�

２８．４�

４７．８�

４１．２�

２２．６�

０�

２０�

４０�

６０�

８０�
（％）�

☆�

☆� ☆�

☆�

☆�

★�

★�

★�

★�

★�

６４．０�

７０．９�
６８．６�

６６．７�

５３．２�

１５．９�
１６．６�

８．２�

２２．８�

１５．５�

１７．７�

１６．９�

１２．８� １１．９� １２．８�

１７．９�

２６．７�

２２．０�

２７．７�

３０．６�

２８．４�

２７．１�

１８．２�２０．２�

２４．６�

上手な勉強の仕方がわからない�

努力しても成績が思うように上がらない�

自分は生まれつき頭が悪いのではないかと思う�

先生は成績にこだわりすぎる�

中学校までにもっと勉強しておけばよかった�
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学力階層別に、希望する進学段階を示した

のが、図２－２－４である。「学力上位階層」

では、「大学院まで」を１９．５％、「四年制大学

まで」を７４．７％が希望している。「大学院ま

で」および「四年制大学まで」を希望する生

徒は、学力が下がるにつれて減少し、代わっ

て、「短期大学まで」と「専門学校・各種学

校まで」が増加する。「学力下位階層」の希

望は、「大学院まで」１．８％、「四年制大学ま

で」６３．４％、「短期大学まで」５．３％、「専門

学校・各種学校まで」２０．７％と、さまざまな

校種に広がっている。

これを集計の方向を逆にして、ある進路を

希望する者が、どのような学力の生徒によっ

て構成されているのかをみたのが、図２－２

－５である。図２－２－４から予想されると

おり、「大学院まで」「四年制大学まで」の希

望者に学力上位層が多く、「短期大学まで」

「専門学校・各種学校まで」の希望者に相対

的に低い学力の者が多いという傾向は確認で

きる。しかし、希望する進路は、学力のみに

よって決まってはいないことに留意する必要

がある。「高校まで」を希望する者のうち、

５５．０％は「学力下位階層（最下位）」だが、「学

力中上位階層」「上位階層」の生徒も、合わ

せて１２．５％いる。「学力下位階層」の生徒の

比率がもっとも大きいのは、「高校まで」

（５５．０％）ではなく、「専門学校・各種学校ま

で」（５９．０％）である。

「大学院まで」と「四年制大学まで」をま

とめて、学校ランク・学力階層別に、希望率

を示したのが、図２－２－６である。セカン

ド・ベスト（中上位ランク校）以下の高校で

は、学力が下がるにつれて、大学院・四年制

大学希望率が低下する。たとえば、下位ラン

ク校をみると、「学力上位階層」の大学院・

四年制大学希望率１００．０％は、学力が下がる

に つ れ て９４．７％→８２．８％→７３．８％→６２．０％

３．進路・進学意識と学力

�希望する進学段階と学力
「大学院まで」および「四年制大学まで」を希望する生徒は、学力が下がる
につれて減少し、代わって、「短期大学まで」と「専門学校・各種学校まで」
が増加する。しかし、上級学校への進学は、学力のみによって決まっている
わけではない。「高校まで」を希望する生徒のうち、５５．０％は「学力下位階
層（最下位）」だが、「学力中上位階層」「上位階層」の生徒も、合わせて１２．５％
いる。「学力下位階層」の生徒の比率がもっとも大きいのは、「高校まで」
（５５．０％）ではなく、「専門学校・各種学校まで」（５９．０％）である。
セカンド・ベスト（中上位ランク校）以下の高校では、学力が下がるにつれ
て、大学院・四年制大学希望率が低下する。上位ランク校では、「学力下位
階層」でも９割以上の生徒が「大学院・四年制大学」を希望している。上位
ランクの高校では、学力にかかわらず生徒たちを四年制大学への進学へと水
路づける学校風土（校風）が優勢である。

Ｑ あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。
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高校まで�
専門学校・�
各種学校まで�短期大学まで� 大学院まで�その他、�無答・不明�四年制大学まで�

学力上位階層　�
（７４０）�

学力中上位階層�
（４８６）�

学力中位階層　�
（５３１）�

学力中下位階層�
（５１６）�

学力下位階層　�
（６１７）�

図２－２－４　希望する進学段階（３教科合計の学力階層別）�

（％）�

注）（　）内はサンプル数。�

７４．７�

８４．０�

８１．５�

１９．５�

８０．０�

４．２�

９．１� ３．３�

７．３� ２．８�

５．２�

６３．４� ５．２�

１．８�

２．５�

２．７�

８．３�

５．３�２０．７�

２．１�

４．９�

３．６�

１．２�

２．３�
０．６�０．８�

０．３�

１．２�０．１�

１．３�

（学力下位階層）と低下していく。ところが、

上位ランク校では、学力による大学院・四年

制大学希望率の差がみられず、「学力下位階

層」でも９割以上の生徒が「大学院・四年制

大学」を希望している。このことは、中上位

ランク以下の高校では、学力が進学アスピレ

ーションの冷却効果を持っているのに対して、

上位ランクの高校ではそれがないことを示し

ている。逆にいえば、上位ランクの高校では、

学力いかんにかかわらず生徒たちを四年制大

学への進学へと水路づける、何らかの学校風

土（校風）が優勢であることを物語っている。

生徒の進学アスピレーションは、個々の生徒

が持っている学力だけによって規定されるわ

けではない。どういう学校に在学しているの

かも重要である。

●第３回学習基本調査 高校生版

－１１４－



図２－２－５　３教科合計の学力階層（希望する進学段階別）�

注）（　）内はサンプル数。�

学力上位階層�
�

学力中上位階層�
�

学力中位階層�
�

学力中下位階層�
�

学力下位階層�
�

高校まで　　　�
（４０）�

専門学校・　　�
各種学校まで　�
（２１７）�

短期大学まで　�
（６３）�

（％）�

２．５�

１０．０� １７．５� １５．０� ５５．０�

４．１�

５．１�１２．０� １９．８� ５９．０�

３．２�

４．８� １７．５� ２２．２� ５２．４�

２５．２� １８．６� １９．７� １８．８� １７．８�

５４．３� １６．６� １４．７� １０．２�４．２�

四年制大学まで�
（２１９８）�

大学院まで　　�
（２６５）�

０�

４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

～�～�

図２－２－６　四年制大学（大学院含む）進学希望率（学校ランク別×３教科合計の学力階層別）�
�１００．０�

９４．７�
９４．１�

９１．８�９２．３�

９２．０� ９１．６� ９０．９�

７３．０�

６０．３�

６２．０�

９０．７�

７３．８�

８３．２�

８９．９�

８２．８�

８３．８�

９３．６�

９６．１�
９５．８�

注）（　）内はサンプル数。�

学力上位階層�
（７４０）�

学力中上位階層�
（４８６）�

学力中位階層�
（５３１）�

学力中下位階層�
（５１６）�

学力下位階層�
（６１７）�

上位ランク校�

中上位ランク校�

中下位ランク校�

下位ランク校�
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難関の�
国公立大学�

それ以外の�
国公立大学�

難関の�
私立大学�

それ以外の�
私立大学�

その他、�
無答・不明�

学力上位階層　�
（６９７）�

学力中上位階層�
（４５２）�

学力中位階層　�
（４７２）�

学力中下位階層�
（４４０）�

学力下位階層　�
（４０２）�

図２－２－７　希望する大学のタイプ（３教科合計の学力階層別）�

（％）�

注）（　）内はサンプル数。�

４７．１�

２９．４�

１８．９�

１５．９�

６．５�

４２．８�

５６．６�

５９．７�

５５．０�

５４．５� ５．７� ２５．６� ７．７�

７．５� １４．１� ７．５�

６．４�８．３�６．８�

５．５�

７．２�

４．９�

２．４� ０．６�

３．５�

図２－２－７は、学力階層別に、希望する

大学のタイプをみたものである。学力によっ

て希望する大学のタイプは異なっている。「学

力上位階層」では、４７．１％が「難関の国公立

大学」、４２．８％が「それ以外の国公立大学」

を希望しており、ほぼ９割が国公立大学希望

者で占められている。これとは対照的に、「学

力下位階層」では、「難関の国公立大学」は

６．５％、「難関の私立大学」は５．７％にすぎず、

それ以外の大学を志望する者がマジョリティ

である。概して、学力階層が下がるに伴い、

「難関ではない大学」と、「私立大学」の志望

者が多くなる傾向にある。

�希望する大学のタイプ・入試方法と学力
学力が下がるに伴い、「難関ではない大学」と、「私立大学」の希望者が多く
なる。入試の方法は、学力上位層ほど「一般入試」を希望する生徒が多く、
下位層ほど「推薦入試（AO入試）」が多い。

Ｑ 「四年制大学まで」あるいは「大学院まで」と答えた方にうか

がいます。
●あなたは、どんな大学へ進みたいと思っていますか。
●大学へ進学する方法には、大きく分けて「推薦入試（AO入

試）」と「一般入試」の２つの方法があります。あなたは、

どちらの方法で進学したいですか。
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学力上位階層　�
（６９７）�

学力中上位階層�
（４５２）�

学力中位階層　�
（４７２）�

学力中下位階層�
（４４０）�

学力下位階層　�
（４０２）�

図２－２－８　希望する入試の方法（３教科合計の学力階層別）�

２５．３� ７１．６�

３４．５� ６１．９�

４０．７� ５７．２�

できれば推薦入試�
（ＡＯ入試）で� できれば一般入試で� 無答・不明�

（％）�

４３．６� ５３．６�

６１．９� ３５．３�

３．２�

３．５�

２．１�

２．７�

２．７�

注）（　）内はサンプル数。�

希望する入試の方法も、学力によって対照

的である（図２－２－８）。学力上位層ほど

「できれば一般入試で」が多く、下位層ほど

「できれば推薦入試（AO入試）で」が多く

なる。ただし、「学力上位階層」でも推薦入

試を希望する者が４人に１人（２５．３％）に及

んでいる。
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